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本検討では、東京都の幹線道路（環七通り）の補修工事 5 件（足立、世田谷、中野、練馬、板橋の各区内）

で、低騒音舗装の発生材を採取した。採取した発生材について、骨材及びアスファルト性状を把握するとと

もに、発生材を配合した再生アスファルト混合物の配合及び性状の検討を行った。次いで、再生合材プラン

トにおける密粒度再生アスファルト混合物の製造と都道での試験施工を実施して、発生材の低騒音舗装の表

層材としてのプラント再生の可能性を検討した。その結果は、以下のとおりであった。

(1) 低騒音舗装の発生材の性状

発生材の粒度は、路面切削により、切削材は粒径 2.36mm
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足立 世田谷

中野 練馬

板橋

      採取場所 足立 世田谷 中野 練馬 板橋
打換え工法 切削 切削 切削 部分断面 部分断面
試料 表層＋基層 表層＋基層 表層 表層 表層

針入度　　　1/10mm 21 17 19 7 9
軟化点　　℃ 60.8 65.8 81.3 88.8 78.2
タフネス　Ｎ・ｍ 28.0 32.3 34.0 1.6 16.7
テナシティ　Ｎ・ｍ 6.5 3.3 10.6 0 0
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図－1発生材の粒度及び旧アスファルト性状
30%以上のふるい通過率で細粒分が多くなってい

は、足立を除き 20 未満と低い値であった (図－
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図－2
後の路面性状も問題はなかった (表－1) 。
最大わだち掘れ量(mm)
平たん性(mm)
特殊開粒度アスファルト混合物

%

アスファルト混合物の性状と路面性状
区

60 60 20 -
０ - - 40 60
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） 13.5 7.1 8.8 6.4
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14.9 15.6 12.2 14.5
2.386 2.420 2.384 2.386
99.6 100.9 99.7 99.6
2.5 1.5 2.0 1.5
1.7 1.7 2.1 1.7
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